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PPel-O57急速な転帰をとった腹腔内原発・骨外性Ewing肉瞳／
PNETの１例
坂本啓彰ＭＩＩ，米田啓三''，小形二郎'１，森宗嵩')，森泰治!)，
和田建彦'１，勝又健次'１，加藤季一郎１１，青木連載'１
(東京医科大学第３外科'１，戸田中央総合病院外科z)）
鯛鯛翻性.平成畔７月17日鵬入鵬CT:伽0cm大岨鮒鋤鯛ItUI蝿耽ﾋﾟで鰍に
のうＩ雛ｉＨｋ７肋BのCTで1t鵬噸に鰍Lb15Cm大でIVC錨〈脇８H9DiH勝ｉＭｉｇＩｔ
小魑大で腿柵麹雌占i山Mi関舳鯛蝋:､鍋,断鯛にも直綴肌ていたtIM1gヒ
ヒ6に柵蝋.ﾀﾞｸﾞﾗｽにE雛雛剛髄ｶﾘｻﾞｰﾊﾟｰ纐川自繍W鮒なし.9111HのCTにて！！
難のWIRiIlH風衞鼠1K憐i視:ilml風に20cmX15CmDX15cm蛎3,性1甑を剛,馳力､６舶鯛でIk6
かくゼリー状で内馴uml欄ﾘﾋﾞｶ《薗い、組鮮#9に1t馴翻､６NI胸償鮪するiHH畑li鯛［雛に鯛，
Ｍ１ら純Roset0e鰄I硯ら九t1,0.PAS雌のｸﾞﾘｺｰｹﾞﾝを榊Mi51tlli鰯に図JEに閲ってｂ１)i『ん
稲のKb雛Iﾋｶﾞﾘﾋﾞ伴う.搬繊輔に,CD99(++),ＮSE(+?),VnenIin(++),dOSniD(-),SMA
(-),SlOO(-),CK(AME3I(-),EMA(-),LCA(‐),CD3(-),CD20(‐),C脇(-),syn・
aptophysin(+?),chuumo厚nninA(-)1CD57(‐),HMB-燭(‐).趾より,骨雌EHing肉MNET
bmM鰹と鏑.９H4BよりchemoIheTaWr断した力【9脳日錨跡全にて舵．
PPB-1-O61BorderlinemaUgnancyを呈した後腹膜粘液性愛圏のｌ
例
大城戸政行'１，大谷和広i'，加醸雅人''’一宮仁!)，中垣充1１．
山本一郎３１
(国公共済連浜の町病院外科''，国公共済連浜の町痛院病理ツリ
僅例は37段,剣生.固繩ii,鰯を錨として近殿戯.榊鵜圏繰われ当鵬ﾉW+鰡介
された.醗臆下で嚇したところ巨刈&脳liiH鋤両側鮒は耐断見で内容の鯏醐|のみ
で手繍了した.雛3ケ月繭18枚の再開圏め柵入院となった.ＵＳでは内蝋-で12ｴｺｰ
綿捕棚剛醜触i癒慥鋤た.CTでI淵駐Vi左側に内鋤ｰな巨大醜IkiH鬮力《あり鯛
祐旅畷してＷＭＵ:より機H頂1K園と鮒し開Bi拙椛行った.左下脇に約z0xl5Cm
の柔らかいH1鯛E鰍圏ＩＭｉ側からS雌圏蝉上してＭ､周駆瀞の鯛１tなく比鮒容
易に剥馴lBするﾆﾋｶ(できた.細黙肉蹄見はl45xl7CInの嚇明馳蛎繊臘で石灰化
1tなく壁にはilHHIR繊蝋か縦ＩＤた.内鰍は艶翻でCAl9-9,CEAI曙９１に上昇してい
た.病鯛俄I随､硯では中鞭の蝋も示す円柱｣､［の鯛状鵬力《見帥良雛鮒の後蝋
粘M【性HD1Rと鯛した.醗壁に㈱H1蝿わせる瀬棚胞蝿めﾐｭﾗｰ髄ii噸圃と考え
られた.後IiiH糊【日囲の雛雌である力理性鞭の雛を軸し醜する銀がある．
PPB1-058腹腔内に発生した嚢状リンパ管腫の２例
橋本雅之，阿部元，丹後泰久，田畑貴久，塩見尚礼，仲成幸，
内蔵弘之．遼蔵善裕，花澤一芳，谷徹
(滋賀医科大学外科）
リンパ管睡は小児の体表に多い疾患であり,鰍としては頚部や腰禽に発生することが多
い.腹腔内に発生するここは約鵬と少なく,鰯且膜に発生するものはさらにその5％と
まれである.今回,われわれは巨大な後1,膜リンパ管阻と脾嚇リンパ管圏を経Hhしたの
で,若干の文l鯛考雛加えて報告する.症例lは17歳女性幼少より腹部I9ii蝿め，
徐々に増大してきたために,近医i殿し腹iR内麗樹を欄離れて,当科紹介となった.ＨＨ
部CT,MRI樋Eの結果,左背何より腸管,膝Iﾛを前方に圧排している嚢胞Md軸iと殿断
し,liiuI術を行った.大きさは25x22Cmで,病理HHI&学的は褒状リンパ管脳の鯛であっ
た.術後経過は閥駄〈退院となった.症例2は25iR女性.尿失禁を遡ぬるようにな')，
近医を受診し腹腔内1鏑を指摘されて,当科H1介となった.厘剛CT,MRIWt査にて牌風
内から集膜する麗職蝿掴をiZめ,膵体尾部および結腸縢涜曲雛尾側に圧排していたこ
とから,９iGH風発のリンパ管lHと洲した.大きさは285x19cunで,多房性の迩胞性ＫＥ
樹であＩ)Ｕ噸とともに摘出した.銅理iM&学的にI堀状リンパ管腫の勝断であった．
PPB1-O62魍癌マーカー高値を示した後腹膜原発粘液性愛胞腺癌の
一例
西垣英治，秋山裕人．住田啓，宮本修，上松俊夫
(稲沢市民病院外科）
【症例】73歳女性2000年７月21日，醜にて胃切闘W肺(SigsunIylvM)、前
の鵬ﾏｰｶｰがCEA;194ng/ﾛ11,CA19-9;9096U/､lと高値だった.またCTで,左
腎下種に接するHi18I鋪変蝿め,榊所jUで髄胞と判断し無処置.衡後も璽蕩マー
カーは高値でl錦し,Ｃｌ､上馳性繊に増大傾向綱めなかった.全身l鰊するも原因
不明で,2003年７月17日,ＵＳガイド下に嚢胞性Ⅱ;i愛の鞠i1l胞購を施行,i蝿の疑いと
の診断のため,８月29日,砺変の剛I宿を行った.下行苗鬮ﾀﾄ背側のimH塵に妻i息状の
醜を鋤,一部が獺間膜と固着しており,合併切除したmji1I蝿大径55ｍｍで,内
腔に褐色の粘ｉｈ貯留を伴う嚢蹴k1B掴であった.病理組G勝断は粘ihI蟻181鯛で,一部
窟胞馴の厨間Ｉ且脂肪紺iまで浸潤を鋤た.また鯛液中のCEA'よ>5000000mg/､1,ＣＡ
１Ｍは915000u/､lと極めて高値を示した.術後5ケ服在,腫癌マーカーはいずれも正
靴し,画像上再雛t候蝿めていない.【まとめl鮒I髄ﾏｰｶｰ高iHを示し,鏑111に
よりその正常化を鋤た後腹膜鳳発粘鮒釦E腕i鯛の一例をi雛食したので報告する．
PPB1-O59後腹膜より発生したリンパ管褒臘のｌ例
吉岡宏，板垣友子ｌ倉吉和夫，河野菊弘，金山博友，井上淳
(松江市立病院第１外科〉
稀な後E噸より騒生したリンパi纏阻の1例を経H食したので報告する.症例:72歳,男
性.主訴:右下嵐部圏掴.既往歴:５歳,右鼠径ヘルニア.現病歴:平成15年９月に右
下腹蘭Iに腫繩触知し,超音波検査にて右下腹部にlOx7x5cmの鍋性濁胞蝿め内
部は均一な低エコーで,充実性成分は題めなかった.入院時風症:右下腹部に軽度圧ｉＭ
を伴う手拳大の鳳癌を蝕知した.入院時の血旗･生化学検査,腿蕩マーカー(CEA,CA
l9-9)は正衞範囲であった.ＣＴでは遺影効果を認めなかったMRIにて嚢胞内腔はＴ
ｌ強閥像で低信号,囮強蘭像では高信号を呈しGd-DTPA投与後のTl強調像で適影
効果は鼠めなかった.手１W所見:右下腹部に後腹膜から発生し右t8i鮒動静厭蝿き込
むllx75x6cmの多房性麗胞を認めた.内容は淡貿色で,CEA,CA19-9,CEl25は正
常範囲だった.趣蛋白Ｍ８/dl,アルブミン2.別g/dIと低蛋白以外H1情成分と13ぼ同､１
度であった.血管,右尿管から囲掴を剥磁し全鏑した.病理所見:嚢胞内腔は単層の周
平な内皮細胞で繩され部分的にリンパ球の巣震綱めIルパ管嚢圏と隣断した.術後
4ケ月現在経過良好で再発鯛めない本邦報告例の検討を加え報告する．
PPB-1-C63完全内臓逆位に伴った後腹膜悪性線維性組織球圏のｌ例
渡辺俊之，小西富夫，根岸征示，渡辺春子，元吉誠，武藤泰彦，
野村膏太郎
(大森赤十字病院外科）
症例は56鰯性.内U腿位鋤蝿より柵されていた.2001年６月頃より嵐肪側の雛を
自覚しはじめ,徐々に増大傾向鰻したため９月３Ｈ当科を受勝した.右鯛部から下剛に力、
けて弾性図,可動性のtい約20ｃｍ大の巨大姻離I蜘し,圃翻CTでは右腎下鮒近から鼠
脇にかけて,H1腔内右側を占鮒るl8xl5xMcm大の内赫均一械難Hd掴鋼めた.注
:i造Bｼﾞでは右1M傭16は左方かつ鼠側に強く圧排され,DIPで'よ右尿管も左方に著しく侭位して
いた.鯛血髄彫では大動鮒131鯛醐分01【鮒近を中心に強く左方に圧排されてい〃，
明らか蝿､Ｉの文HEml管はなく,鵬麟像蝋めなかった.l0H30B,Hi因i難､爵の鮒で
手１Wを行なった.InHlt柵鰯,右大田雛を包含して分献に鮒していたが,直接鯛は
なく蹄IjW｢態であったしかし右偲i鮒鯛風I胴定できず,圏留の完錨除は不可能であっ
た.摘噸本は別x20xl3Cm大で,紐債学的に通脳の墾性i雛幽HNkK噸(MFH）と詠断
された.槻において完納iH】[位に鯛や畑鰍どの鮒i醜Ｉが合iiiした雛1mは散見さ
れるが,Ｈ１去勿年間で繍しえた鯛ではMFH鵠の鮪1kなかった．
PPB-1-O60後腹膜神経内分泌腫癌の１切除例
藤本大裕'１，田口誠一'１，足立巌'１，飯田茂穂''，中)11原儀三M，
原田憲一劃
(市立敦賀病院外科''，金沢大学大学院医学部形憩機能鋼理学教室２１）
神遇内胸醜厨は淵魔力Q蝿部位で,繩B【鵬は非常に樹である.我々I蝋ＩＨ膜鵬の柵
内分iZ蝋の】切除例を経H閲しＭで報告する.鰯は59鼠,女1生.Ｈ13年梛鯏iml栓,肺
梗塞でPW鼎入院棚鳳CTで後胤ilﾐｶﾞﾛ樹鯛めた.以雛過鵬されていたが,Ｈ15年脇ＣＴ
で鰯のsjzeup掴めたので当欄介とをった.圃侭CT,MRCPで繍部,十二指腸下鞠
の糊におよそ5ｃｍの嚇姻め,止圃.下納視5iii盛においてl嫡蛮I蝋めな力､つた゜以
上より後IH3Ul鰯Iと診断ｕＭ蝋は十二I脳下行脚から豚頭部の鯛で,下大御簾の上に乗つ
かるように存在していたが,周囲iH器への浸潤は鋤なかった.圏周側:鰯状もしくは1鰯状
の綱l躯列を示していた.欄理醐繊繍l絶所見では神鰯ﾏｰｶｰNSE絶鮒であり,内
分i6マーカーChlumo印anhDA染色においても陽性であった.劇胞増殖マーカーKi-67の細胞
nM蝉I蝿めて魅力､った.総染色の雛及び,lHiR形鯛よ')雛の神経内胸圃掛と戯断し
た.闘躯原騒神低Mi8HR舟は自件例を含１Ｍ岡目であった.自件例では良性と診断した力噛
Hii塁が5ｃｍと大きく，悪性化の可iEI2もあるので！【鰍舶繍が必要と考える．
PPB-1-O64粘液産生膵脳癌の臨床病理学的検討および縮小手術とし
ての分節豚切除術の可能性
岩波弘太郎，竹吉泉，川手進，浜田邦弘，吉成大介，中野哲弘，
村岡正人，小林克巳，大和田週，森下靖雄
(群馬大学第２外科）
】989年１月から2003年９月の岡に樋で切除した粘鵬生廊mi3II9症鰍湘IとMBH§繍騨
的にihilした.剛､手#iとしての胸駒鵬の榊性繍後合i腕,在院日匙雛蝋雛査
から鮒した`19例中,舶力KIO例,I9H6が9例であった.鰯の平騨麓は伽農脳圃:皿
嵐,鵬:593段)で,鯛蝋性力《やや多かった.脇はＩ鮴尾翻に多く,通I鵬鮒W噸ｵ靖
遮に大きかった.施行籍は,願十二捌i切除3例,iﾄﾞｲ梶醐除8例,聡箭291,髄駒
除6例であった.分節鯛除鰍の内訊I湖女比が同じで,平均年馴56成,播阻3例,I躯３
冊,鰯径は錨土08cmであった.搬合艦は1例に尾嚇蝿船部のminor随akaBeを鋤
たｵ幌存棚でl里快した.全９１に街#inl鮒離綱めず,ＭRCPで縢鮒lLI娘好であった.平
Ｎｌ熊日数は醐日で,他手衡li:1Mに比べ有意にii力､った.醗は鋤ｆ平均62ヶ月間生存してい
る.粘制瞳生Ⅱﾄﾞ圏馳予後良好であり，箇鋤な手ii獺が難しい.鳳鯛に鵬した粘削i産生
鷹鰯に対しては,分駆切駒噸棚かつiii&の鮒能の蹄に欄であると考える．
